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神票川県議会議員
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（川崎市多摩区選出）
・神奈川県議会議員（4期）
・議会運営委員会委員
・総務政策常任委員会委員
・震災対策調査特別委員会委員
・予算委員会委員

・議会改革検討会議委員
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【事務所】
〒214－0014

川崎市多摩区登戸2663東洋ピル7F
TEL（044）911－5200・FAX（044）911－0330

神奈川県減合

【川崎市多摩区版】

3月11日の東日本大震災でお亡くなりになられた皆様、ご家族に心よりお悔やみを申し上げますとこともに、
被災された皆様、そのご家族をはじめ、避難所での不自由な生活を余議なくされておられます皆様に、
おは舞いを申し上げます。
また、救護・復旧活動等にご尽力いただいているすべての皆様に、心より敬意を表します♪

の村援当県

被災地及び避難者への神禁摘県の支援間寮∋

r心のケアチ「ム耳応急絵承支援」など述べ16牡人以上の職員派遣

神奈川県警察本部、消防応援舌動、医療分野…3圭0随人以上の派遣

市町村からの職員派遣7，200人以上　　　　　　　他

自衛隊による輸送スキ岬ムで救援物資提供…企業よ研73トン、髄人より78トン

市町村による救援物資の提供

市町村教育委員会による小学校の軌・椅子の提供膵0セット

県民ボランティア約1部名を岩手県と宮城県それぞれへ派遣

ボランティア紀男名が県内設置の闘時避難新二滞在する被災者を支援

特別金融相談口の開設
卓．袖支援

する相談窓口
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045－210－59、70／045－210－5975

5相談来日】

川県保健福粧局　　∩45－2】0－5965

福祉事務所及び保健所にも葦置

の児童蓼生徒の転入学の相談窓冒ヨ

畜櫨支援発奮都子ども教畜支援課

10－82け

学校予教育 棉談箋転霧大学情報センタ細

045・210－8235

支援学校…発涛周文浅発畜那特別支援教習認

口45・210－8276

畜産物の取扱を

業・振興謂　045＿210．4427

産物・・・畜催漂　045・210－4511

特別金融紹談窓持】

045－210－5677

十両停電J軋談窓口】

かながわ中央消費生活センター　　045－311－0999

地域跡‾県民の声相談室窓［J」にも設置

に便乗した悪質商法等に閲する佃訣窓【二‾り

・消費者ホットライン　　0570－064－370

・かながわ中央消費生活センター　045－311－0999
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＜常任委員会＞

委員長梅沢裕之

古沢時衛
竹内英明

防
委員長　小島健一

災中村省司

警義正明

察新井轟世

副委員長横山幸一　　副委員長桐生秀昭

国富一夫

長田進治

河本文雄

守屋輝彦

副委員長敷田博昭　惣委員長高山松太郎

＜特別委員会＞

田島寸言二

磯本桂太郎
内田みほこ
藤代優也

副委員長　石井もとみち　　ヽ

松田良昭

委員長鈴木恒夫 副委員長内田みほこ　　委員長磯本桂太郎
エ

松太郎
本文雄
八木大二郎
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く本会議〉

受付時間：通常12時30分より　※開催中は随時受柳けます

受付場所：県庁新庁舎8階　定員：210名（先着㈲

く常任委員会嘗特別委員会〉

受付時間：当日午前10時まで（定員に遠しない場合は延長）

受付場所：県庁新庁舎5階議会局議事課
定員：16名（用時の時点で定員を超えた場合には、油選）

遜a　＿：二．

糟…常任委始

1■・牒勘委員会

∴・三言ここ

、L　尤

ロ本会議　　　　　　　　　　コ常任委員会・特別委且会

政策調査課調査情報グループ　　　議事課委員会ゲル岬プ

銅5－210－7564　　　　　　　　　　錮5－210－7546
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これから迎えるあっ～浴夏。

電力需要ピ嘲クがやってきます¢
ひとりひとりの行動が、大きな力に！！

ノノ

節電へのご協力を引き続きよろしくお願いしますき

●電力需給状況t

ピーク時間を
チェック！

・過去の検針票

で、自宅の消炎

電力を確認

洩らす

」工夫する
・ピーク時間をさ

けて家事
・緑のカーテンヨ

窓際で朝顔や
ゴ細ヤを育成

・エアコン⇒設定温度28こC

・冷蔵庫⇒壁と間隔をあける

・照明⇒電球や蛍光灯の一

部を照明器異から外す
鬱温水洗浄便座⇒温凍温度

を下げる
・洗濯横寺1．まとめ洗い2．乾

燥機を使用しない
・掃除機⇒簡単な掃除は、

ほうきで漬琶す

・嶋家怒らん⇒

家族で一部屋
に集まろう

団長　森正明
、‾十、■一一、

第1銅代神奈川県議会議長

持田　二文男

副　団　長

嶋村ただし
高山松太郎
加藤元弥

会長　小川久套二子

委員長　佐藤光

副　会　長

梅沢裕之　磯本桂太郎

しきだ博昭　国松誠

長田進治

委　員

松田良昭　　鈴木恒夫

土井りゆうすけ　木村謙蔵

小島健一　　横山章山

副委員長杉本透／副費最長加藤元弥
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